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＜要旨＞ 

 超高齢社会の本邦では、運動器疾患である脊椎脊髄疾患（頚椎症、腰椎症など）は重要な国民

健康課題の一つと言える。脊椎脊髄疾患の手術治療においては、最近では脊椎インプラントを使

用した治療が主流となっている。生体内に設置された脊椎インプラントは、患者本人の骨脆弱性

を補い、さらに脊髄神経を保護するなどの役割を担うことが可能である。一方で、生体内に設置

された脊椎インプラントの個々の患者における強度については、数値化データは未検証のままで

ある。本研究では、生体内に設置された脊椎インプラントについて、構造力学分野で用いられて

いる有限要素法にて脊椎インプラント強度の数値化を行い、脊椎インプラント手術の強度解析技術の

構築を目指す。 

 

＜研究シーズ説明＞ 

 本研究では、脊椎脊髄手術における脊椎インプラント強度について、インプラント材質およ

びインプラント複合体データを個々の患者データ（骨塩定量、脊椎骨 CT）と合わせて、個別

化した設定のもとで検証する。 

 個々の患者の術後データと有限要素解析による構造数値化データとの関連を比較し、今回の

有限要素解析による構造数値化データの妥当性について検証する。 

 
 

＜アピールポイント＞ 

 脊椎インプラント手術のニーズが高まる一方で、個々の患者におけるインプラント強度の数値

化は未解決の臨床課題となっている。本研究では、脊椎脊髄手術における手術個別化の技術基盤

の構築を目指す。 

 

＜利用・用途・応用分野＞ 

 生体インプラント手術 

 構造力学研究 
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＜他分野に求めるニーズ＞ 

生体インプラントにおける有限要素解析ソフトの共同開発 
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